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西防波堤浅場でのコンブ藻場造成実証研究（2023～24年度）①
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西防波堤浅場でのコンブ藻場造成実施状況（2023～24年度）②
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西防波堤浅場でのコンブ藻場造成実施状況（2023～24年度）③



2025年度の実験は、高水温にも比較的に耐性があり、
静穏域でも生育しやすいアカモク・アマモを主対象として、
下図に示したエリア(80×100ｍ）で試験を実施。

実証エリアは4角にブイ(点滅式)を設置する。

・アカモク場造成︓ロープ等@50m×8本＋母藻供給
被覆石＋母藻供給等

・アマモ場造成 ︓アマモ播種シート方式
アマモパック方式

2025年度の西防波堤での藻場造成実証事業計画 ①
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★アカモク場の造成方法の検討
アカモク藻場の人工的増殖方法として、以下の
各手法の有用性を確認する。
①ドレーンロープ装着方式（スポアバッグ）
②ロープ単体装着方式 (スポアバッグ)
③付着基質ロープ装着方式 (着生プレート）
④土木用ネットモジュール方式（スポアバッグ）
⑤被覆石スポアバッグ設置方式
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2025年度の西防波堤での藻場造成実証事業計画 ②

③付着基質ロープ装着方式

①ドレーンロープ装着方式

④土木用ネットモジュール方式

⑤被覆石スポアバッグ設置方式

②ロープ単体装着方式
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西防波堤浅場アカモク藻場造成実施状況（2025～26年度）①
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西防波堤浅場アカモク藻場造成実施状況（2025～26年度）②
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西防波堤浅場アカモク藻場造成実施状況（2025～26年度）③
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西防波堤浅場アカモク藻場造成実施状況（2025～26年度）④
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西防波堤浅場アカモク藻場造成実施状況（2025～26年度）⑤
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西防波堤浅場アカモク藻場造成実施状況（2025～26年度）⑥
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西防波堤浅場アカモク藻場造成実施状況（2025～26年度）⑦



■藻場造成状況動画 (コンブ&アカモク）
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西防波堤浅場 藻場造成実施状況（2023～26年度）


